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道
の
駅
す
え
よ
し
↓

そお街道そお街道

三
五
郎
墓
へ
参
詣
し
た
と
、
日
誌
に
記

し
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
は
郷
中
教
育
で

教
わ
っ
た
偉
人
の
墓
を
一
目
見
る
絶
好

の
機
会
と
思
っ
て
の
行
動
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

明
治
38
年
（
一
九
〇
五
）
に
は
、
墓

石
が
劣
化
し
た
の
か
、
子
孫
が
新
た
に

造
り
直
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
戦
時
中
は
、
軍
神
の
よ
う
な
扱

い
を
受
け
て
お
り
、
墓
石
の
正
面
を
削

り
、
石
片
を
御
守
り
に
し
た
と
い
い
、

そ
の
痕
が
確
認
出
来
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
三
五
郎
の
墓
は
、
江
戸

期
は
薩
摩
武
士
に
と
っ
て
の
聖
地
で
あ

り
、
戦
時
中
は
戦
の
守
り
神
と
し
て
信

仰
対
象
と
な
り
、
鹿
児
島
の
人
々
の
心

に
深
く
根
付
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

な
お
明
治
以
降
、
三
五
郎
の
物
語
は
、

森
鷗
外
の
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』

や
旧
長
岡
藩
士
の
本
富
安
四
郎
の
『
薩

摩
見
聞
記
』
等
に
よ
り
、
鹿
児
島
独
自

の
文
化
の
一
つ
と
し
て
全
国
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

財
部
町
の
古
井
原
に
平
田
三
五
郎

と
い
う
武
士
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

　

島
津
家
臣
の
平
田
三
五
郎
と
吉
田
大

蔵
は
「
生
き
る
時
も
死
ぬ
時
も
一
緒
」

と
義
兄
弟
の
契
り
を
結
び
ま
す
。

　

そ
し
て
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）

の
庄
内
の
乱
（
庄
内
合
戦
）
に
二
人
は

参
陣
、
古
井
原
で
の
乱
戦
の
中
、
大
蔵

は
討
死
し
ま
す
。
そ
の
死
を
確
認
し
た

三
五
郎
は「
今
こ
そ
約
束
を
守
る
時
」と
、

敵
陣
に
切
り
込
み
討
死
し
ま
す
。
見
目

麗
し
き
美
少
年
で
、
ま
だ
15
歳
の
若
さ

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
三
五
郎
の
行
動
に
島
津
家
の

人
々
は
感
動
し
、
そ
の
忠
義
の
精
神
は
、

薩
摩
武
士
の
鑑か
が
み

で
あ
る
と
し
て
、
物
語

『
賤し
ず

の
お
だ
ま
き
』
が
綴
ら
れ
、
二に
せ
し
ゅ
う

才
衆

の
間
で
愛
読
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
が
て
人
々
は
、
こ
の
物
語
の
主
人
公

に
会
お
う
と
、
墓
参
り
に
来
て
い
た
よ
う

で
す
。
江
戸
初
期
は
、
土
盛
り
の
塚
で
し

た
が
、
参
拝
客
が
多
か
っ
た
の
か
、
後
に

子
孫
が
墓
石
を
建
て
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
多
く
の
薩
摩
武
士
が
参

詣
し
た
よ
う
で
、西
南
戦
争
（
明
治
10
年
）

の
際
に
は
、
西
郷
軍
で
種
子
島
出
身
の

鮫
島
甚
七
が
、
戦
闘
の
無
か
っ
た
時
に
、

平田三五郎の肖像画・墓

財部郷土館には、梅の下
で天吹を奏でる三五郎の
掛軸を展示しています。作
者は服部英龍（一八四二―
一九〇五）という国分出身
の絵師で、日当山温泉で療
養中の西郷隆盛の肖像画も
描いています。

平田三五郎の掛軸


